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段目階 �症　状 �薄青め規模 �回復の程度 

Ⅰ鹿 �発赤嚢膿（浮量） �鮎のみの障害 �治癒可能 

Ⅱ度 �発赤浮鷹・水泡形成 �拠少陣書 

Ⅲ度 �腫瘍形成 �脂肪・筋肉組織の壊死（黒蜜） �治癒不可 

Ⅳ度 �曽・軟骨組織の壊死 

直垂空司

局所性の寒冷傷害で・体の組織が凍結し・細胞間に氷の結晶を作ったり、細胞自体が凍結

したりする亭により発生する。しかし、凍結よりもそれによって発生する二次的な血行陣書く血

栓）によるダメージの方が大きい。
▲「＿「」1′

よる。手足・耳・トほおなどがなりやすく、一度凍傷になった人や、喫煙者、0聖血液者はなり

やすい。（黒人は白人より3～6倍なりやすい）心臓病・皮膚病・糖尿病の人もなりやすい。組

慧琶警藍二還琶還還藁芸買二も箭字蒜れ恐刀、‾刊に発生するOtなし、犠合もある。）凍結→す　品．勧

血管が収縮→雷白く変色→血管内にスラッジが発生→柴　触り
叫′ヽ′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ“一一　一」＿ナ＿′■J

宵仰

ベての感賞が無くなる。痛みもない。

色に変色→壊死。凍傷がひどくなければ、加温後数時間から数日で水泡ができる。水泡の液
∧～ヽ′

体が透明で・指先まで広がれば、その下の組織は回復する○水泡に血液が混じったり、まった

く水泡ができないような場合には、回復不可能（Ⅲ・Ⅳ座）な場合が多い。（初期の段階では、

凛傷の程度の予凛‖ま困難）麻来泊．．昭降川川才い

※乙土皇潮や、プラスチックブーツのフェルトが汗で湿らて膨張し、それによ
って生ずる血行障害により凍傷になる例が多い。ごく軽度のものは、暖めたり動かしたりするこ

とにより比較的早期（数分一致十分）に感覚がもどる。このとき激痛が発生する。その後、冷気

に曝された時に痛みを感じたり、弱し、痛み（しびれ感）が数ヶ月間緩く場合もある。凍結した組

織をお湯（38～40℃）に凱急速に温めて・血液の循環障害を防ぐ。ゆっくり加温するり」、

えって傷害がひどくなる場合がある○血栓を防ぐ処置（投薬）が必要。

体芸が低い　は、
唐人簡〝体1才、称略碑掛．軍は中将Z7いく ；から窯鬱

る。低体温症の場合には、 末梢血管の低温い低酸素・高かJ ウムの血液が心臓に流れ込み、心
室初動などの加温性ショックが発生し・状況をかえって悪化させる恐れがあり、身体を急新二
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凍傷

動かさないことが重要。

2佗ページ

加温時の痛みがひどい場合には、鎮痛剤を投与する。加温後、大きな水泡が発生するが、

破らなければ感染の危験は少ない。感染が明らかな場合には、抗生物賞など投与する。喫煙

は禁止。壊死した組織は数週間～数ヶ月で雷通、自然に脱落する。

何秒　ヰ羅（頑・
感染が起きたり形成のために、鞘純なう時もある冤力，山が必要な時は、加凱ては

いけない。解凍すると膨張し
′－∪ヽ′ヽ′ヽヽ′－　　′しへ′■．ノし一」′ヽ＿■ヽ．．′ヽ一｛し′ヽ′

自力歩行が困難となる。また万一傷ついた

り・惣たりすれば、闇渡王至葱建となる。

嶋子

は、排泄行為などに伴い、
極低韮時に

とくに低体温

票芸禁慧認諾認諾顎還患藍写≡蓉細
田

テントや雷洞内では、手袋や靴下

禦馳媚色させる。 靴やインナーシューズをテントシューズ代わりに履き続けな

いこと。指輪やピアスの類は厳禁。アルコールは血管を拡張させ結果的に熱を失うことになる

ので逆効果。

※知線があれば・あわてずに済みます。また・軽い内に手当てをすれば、後遺症も残りませ

ん。ただ・全く痛みがないため気付かない場合がありますので、くれぐれも注意しましょう。（登

山中は、お互いの顔面をチェックし合うことも必要）

低体温症と凍傷（ふせぎかなおし方）J・A・ウィルカースン編／栗栖茜訳山洋社より

r岳人J2003年3月号、「山と渓谷」2004年2月号、参考　　　　（イソ人の再説手癖払1〉

生産土屋を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●2㍍戚kうん）

ロ棚ど楓響帖一鳥！
●母をかも手金十本駐紬イ（乙的lL掛代えて訪・く

・日蝕鴨を＿抄鋸やすい出にL才う．

・ピ巾止・奪い与免官喝駐ない．
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